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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部企業における収益や雇用環境の改善が継続するなど、

全体として緩やかな回復基調となりました。その一方で、米国政権の政策運営や東アジア地域における地政学リスク

などにより世界経済の不確実性は高まっており、先行き不透明な状況で推移しました。 

繊維業界においては、インバウンド需要による消費の下支えが見られ、個人消費も雇用・所得環境の改善から持ち

直しの動きがみられますが、先行き不透明感による消費者の節約志向・生活防衛意識は依然として根強く、企業間競

争が一段と激化するなど、厳しい環境にあります。 

このような状況のもと当社グループは、中期経営計画『ＡＴＳＵＧＩ ＶＩＳＩＯＮ ２０２０』をスタートさせました。『ＡＴＳ

ＵＧＩ ＶＩＳＩＯＮ ２０２０』では、「更なる利益率の向上」に重点を置き、これまで培ってきた当社の強みを維持しつつ、

利益を創出していくための新たな施策によって次の時代を見据えた事業構造への転換を図り、持続的な成長を可能

とする強固な事業基盤の構築を進めてまいります。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は 4,933 百万円（前年同四半期比 6.8％減）、営業損失は 262 百

万円（前年同四半期は 14百万円の損失）、経常損失は 151百万円（前年同四半期は 105百万円の利益）、親会社株

主に帰属する四半期純損失は 207百万円（前年同四半期は 71百万円の利益）となりました。 

 

セグメント別の業績を示すと、次の通りであります。 

〔繊維事業〕 

レッグウエア分野はソックスが順調に推移したものの、プレーンストッキングやショートストッキング、ファッション商品

の伸び悩みなど、全般的には厳しく、同分野の売上高は 3,987百万円（前年同四半期比 7.1％減）となりました。 

インナーウエア分野はスポーツインナー関連が順調に推移したほか、主力のショーツも好調に推移しましたが、ニ

ューインナーの伸び悩みなどにより、同分野の売上高は 644百万円（前年同四半期比 4.9％減）となりました。 

これらの結果、繊維事業の売上高は 4,632 百万円（前年同四半期比 6.8％減）、営業損失は 386 百万円（前年同

四半期は 160百万円の損失）となりました。 

 

〔不動産事業〕  

不動産事業は保有資産の有効活用を進めておりますが、当事業の売上高は 146 百万円（前年同四半期比

10.5％減）、営業利益は 102百万円（前年同四半期比 16.7％減）となりました。 

 

〔その他〕 

その他の事業につきましては、介護用品の販売は堅調に推移しました。一方で、太陽光発電による売電は天候の

影響などにより発電量が減少いたしました。これらの結果、当事業の売上高は 154 百万円（前年同四半期比 2.3％

減）、営業利益は 21百万円（前年同四半期比 8.4％減）となりました。 

 

 

(2) 財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は 57,178百万円となり、前連結会計年度末に比べ 663百万円減少

いたしました。これは主に、売上債権の減少 1,384 百万円、投資有価証券の減少 352 百万円およびたな卸資産の増

加 1,128百万円等によるものであります。 

負債の部は9,058百万円となり、前連結会計年度末に比べ142百万円増加いたしました。これは主に、仕入債務の

増加 643百万円、通貨オプションの減少 327百万円および未払法人税等の減少 94百万円等によるものであります。 

純資産の部は 48,120百万円となり、前連結会計年度末に比べ 806百万円減少いたしました。これは主に、親会社

株主に帰属する四半期純損失 207百万円の計上や、前期決算に係る配当金 481百万円による減少およびその他の

包括利益累計額の減少 112百万円等によるものであります。 

この結果、当第 1四半期連結会計期間末の自己資本比率は 83.9％（前連結会計年度末は 84.4％）となりました。 
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(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 31 年３月期の第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想につきましては、平成 30 年５月 11 日公

表の業績予想から変更はありません。 
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(3)　四半期連結財務諸表に関する注記事項

　(継続企業の前提に関する注記)

　 該当事項はありません。

　(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

　 該当事項はありません。

(追加情報)

　(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用)

　 「『税効果会計に係る会計基準」の一部改正」(企業会計基準第28号　平成30年２月16日)等を当第１四半期連結会計　　　

　　期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区

　　分に表示しております。

　(セグメント情報等)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間　（自　平成29年４月１日　　至　平成29年６月30日）

       報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

繊維事業 不動産事業 計

4,971 163 5,135 157 5,293 - 5,293

4,972 163 5,135 157 5,293 △0 5,293

△ 160 123 △ 37 23 △ 14 - △ 14

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護用品の仕入、販売および太陽光発電

による売電であります。

(注) ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間　（自　平成30年４月１日　　至　平成30年６月30日）

       報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

繊維事業 不動産事業 計

4,632 146 4,779 154 4,933 - 4,933

4,634 146 4,780 154 4,934 △ 1 4,933

△ 386 102 △ 284 21 △ 262 - △ 262

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護用品の仕入、販売および太陽光発電

による売電であります。

(注) ２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

計

セグメント利益又は損失（△）

　売上高

(1) 外部顧客への売上高

セグメント利益又は損失（△）

(2) セグメント間の内部売上高

(1) 外部顧客への売上高

　　又は振替高

報告セグメント その他
(注)1

　売上高

その他
(注)1

計

-00 - 0

- 1

合計

1
　　又は振替高

(2) セグメント間の内部売上高
1

報告セグメント

合計

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額(注)2

-- △1

四半期連結
損益計算書
計上額(注)2

調整額

△0 -

アツギ株式会社（3529）平成31年3月期　第1四半期決算短信

8


	サマリー情報.pdf
	サマリー以外.pdf
	02)H30.06　目次.pdf
	03)H30.06　定性情報.pdf
	①財務諸表.pdf
	②財務諸表.pdf
	③財務諸表.pdf
	04)H30.06　その他財務諸表（原則）.pdf


